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「
収
益
を
伴
い
な
が
ら
事

業
活
動
で
環
境
負
荷
を
削
減

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
」
と
、
冨
田
勝
己
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
の
環
境
企
画
グ
ル
ー

プ
参
事
は
説
明
す
る
。
従
来

の
、
商
品
の
量
産
と
引
き
換

え
に
大
量
の
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出

す
る
「
破
壊
と
創
造
」
を
見

直
し
、
２
０
１
０
年
に
向
け

て
環
境
経
営
の
具
体
的
な
目

標
や
活
動
内
容
を
ま
と
め
た

「
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
２
０
１

０
」
を
０１
年
に
策
定
し
た

が
、
工
場
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
原
単
位
が
７
％
の
削
減

目
標
を
大
き
く
上
回
る
３３
％

削
減
に
達
す
る
な
ど
、
０７
年

度
に
は
い
く
つ
か
の
主
要
項

目
を
前
倒
し
で
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
た
た
め
、
指
標
の

情
報
公
開
、
原
単
位
に
加
え

総
量
削
減
量
の
設
定
な
ど
新

た
な
挑
戦
目
標
を
設
定
し
、

取
り
組
ん
で
い
る
。

資
本
と
現
預
金
の

割
合
比
較
的
大
き
く

同
社
は
、
０９
年
度
ま
で
の

中
期
計
画
「
Ｇ
Ｐ
３
計
画
」

を
掲
げ
た
。「
グ
ロ
ー
バ

ル
・
プ
ロ
グ
レ
ス
」、「
グ
ロ

ー
バ
ル
・
プ
ロ
フ
ィ
ッ

ト
」、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
」
の
「
３
つ
の
Ｇ

Ｐ
」
の
達
成
を
目
指
す
と
い

う
も
の
で
、
そ
の
計
画
の
中

で
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
に
つ
い

て
、
生
産
を
拡
大
し
つ
つ

「
排
出
総
量
」
で
削
減
す
る

と
の
方
針
を
打
ち
出
し
て
い

る
。事

業
所
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

の
推
移
（
図
１
）
に
注
目
す

る
と
、
売
上
高
は
０６
年
度
か

ら
は
９
兆
円
を
超
え
、
当
期

純
利
益
も
順
調
に
伸
び
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
は
０４
年
度
を
境
に
減
少

に
転
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

ユ
ー
レ
ッ
ト
（http://

www.ullet.com
/6752

.htm
l

）で
貸
借
対
照
表（
Ｂ

／
Ｓ
）
の
円
グ
ラ
フ
（
図

２
）
を
見
て
み
る
と
、
資
本

と
現
預
金
等
の
割
合
が
比
較

的
大
き
い
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
、
今
年
度
の
業
績
予

想
で
は
、
国
内
外
の
主
要
市

場
の
経
済
状
況
悪
化
や
製
品

需
給
の
変
動
な
ど
の
影
響

で
、
純
損
益
が
３８
億
円
の
赤

字
へ
転
じ
る
な
ど
、
大
幅
に

下
方
修
正
さ
れ
、
１０
年
度
末

ま
で
に
日
本
国
内
の
工
場
を

中
心
に
従
業
員
を
１
万
５
千

人
削
減
す
る
方
針
を
打
ち
出

す
な
ど
、
世
界
的
な
金
融
危

機
の
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い

結
果
と
な
り
そ
う
だ
。

同
社
で
は
、
０６
年
度
に
は

３
９
８
万
㌧
に
達
し
た
Ｃ

Ｏ
２
の
排
出
量
を
、
０９
年
度

ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２
を
世
界
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で
３０
万

㌧
削
減
す
る
目
標
を
掲
げ

た
。
さ
ら
に
１０
年
度
の
目
標

を
３
６
０
万
㌧
と
し
、
００
年

度
水
準
の
排
出
量
と
同
じ
レ

ベ
ル
ま
で
引
き
下
げ
る
。
現

段
階
で
は
、「
目
標
達
成
へ

向
け
て
削
減
が
順
調
に
進
ん

で
い
る
」
と
い
う
。

経
営
指
標
の
基
幹
に

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
付
加

取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
経
営
指
標
の
基
幹
に
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
を
付
加
し
た
。

Ｃ
Ｏ
２
削
減
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
年
度
で
は
な
く
月
度

で
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
経
営
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ
る
体

制
を
整
え
た
。
世
界
２
９
４

拠
点
の
事
業
所
ご
と
に
月
度

環
境
決
算
報
告
書
の
提
出
を

義
務
付
け
、
優
秀
な
事
例
は

横
展
開
す
る
。
ま
た
、
事
業

所
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
測
定

し
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と

で
意
識
の
向
上
を
促
し
て
い

る
。ま

た
、
商
品
使
用
時
の
省

エ
ネ
を
徹
底
追
及
す
る
取
り

組
み
に
も
着
手
し
て
い
る
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
が

家
電
製
品
の
省
エ
ネ
性
能
を

ま
と
め
て
ラ
ン
キ
ン
グ
に
し

た
「
省
エ
ネ
性
能
カ
タ
ロ

グ
」
で
は
同
社
製
品
全
体
の

１７
％
が
Ｎ
Ｏ.

１
製
品
と
し

て
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
０９

年
に
は
倍
近
く
の
３０
％
を
目

指
す
。
ま
た
、
下
位
に
位
置

す
る
商
品
１３
％
を
ゼ
ロ
に
す

る
こ
と
も
同
時
に
目

標
と
し
て
い
る
。

同
社
の
取
り
組
み

の
象
徴
的
な
例
と
し

て
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

グ
ル
ー
プ
の
一
つ
で

あ
る
パ
ナ
ホ
ー
ム
電

工
は
、
創
エ
ネ
・
省

エ
ネ
、
使
い
や
す
さ

を
追
求
し
た
「
Ｅ
Ｕ

ハ
ウ
ス
」
で
、「
家

ま
る
ご
と
エ
コ
」
を

提
唱
し
て
い
る
。
燃

料
電
池
や
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
使
用
、
住

宅
断
熱
な
ど
に
よ

り
、
１
９
９
０
年
に

比
べ
て
３
分
の
１
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
実

現
す
る
。

「
技
術
を
駆
使
す

れ
ば
、
生
活
の
快
適

さ
、
豊
か
さ
を
向
上

し
な
が
ら
Ｃ
Ｏ
２
を

削
減
す
る
こ
と
が
可

能
だ
」
と
冨
田
氏
は

話
す
。

（
環
境
新
聞
社
・
江
頭
佐
和

子
、
メ
デ
ィ
ネ
ッ
ト
グ
ロ
ー

バ
ル
・
西
野
嘉
之
）

指
標
公
開
な
ど
新
目
標
へ

２００７年度
７．４兆円

パナソニックの貸借対照表（B/S）の円グラフ。
現預金等や資本の割合が大きいと、一般的に経営の安定度が高い。
（ユーレット＜http : //www.ullet.com/6752.html＞を基に作成）

パナソニックの財務状況と事業所のＣＯ２排出量の推移
（パナソニック発行の社会・環境報告書、
ユーレット＜http : //www.ullet.com/6752.html＞を基に作成）
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